
 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２７年（２０１５年）１月１日 発行『平城東公民館だより ひびき』第４７号 

主
催
事
業
の
ご
案
内 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
（
土
）
・
九
日
（
日
）
の
二
日

間
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
と
平
城
東
公
民
館
の

共
催
で
第
二
十
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 「

ひ
び
け
・
輝
け
・
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
・
・
・
」
を
テ
ー

マ
に
、
公
民
館
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
学
習
成
果
の
発
表
・

展
示
・
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
料
理
＆
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
・
屋
外

体
験
に
加
え
、
楽
し
い
理
科
実
験
コ
ー
ナ
ー
・親
子
ふ
れ
あ
い
コ  

 

ー
ナ
ー
な
ど
、
会
場
は
大
勢
の
人
で 

賑
わ
い
、
大
人
や
子
ど
も
の
笑
顔
で 

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

朱
雀
保
育
園
児
た
ち
の
お
神
輿
と 

太
鼓
で
始
ま
り
、
記
念
講
演
で
は
大 

阪
教
育
大
学
名
誉
教
授 

梁
瀬
健 

氏
に
「幻
の
観
音
様
と
ご
対
面
」と 

題
し
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
二
会
場
の
朱
雀
ふ
れ
あ
い 

会
館
で
も
各
種
発
表
・展
示
が
あ
り 

ま
し
た
。
自
活
協
の
各
グ
ル
ー
プ
・地 

域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
盛
況 

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

た
く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
て
遊
ぼ
う
！ 

と 

き 
 

二
月
六
日
（金
） 

 
 

 
 

午
後
一
時
～
三
時 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

一
階 

和
室 

対 

象 
 

市
内
在
住
の
０
歳
～
二
歳
児
と
保
護
者 

※
申
込
不
要
。
入
場
自
由
。
お
気
軽
に
お
越
し
く 

だ
さ
い
。 

親
子
で
遊
ぼ
！
～
お
も
ち
ゃ
っ
て
楽
し
い
♪
～ 

と 

き 
 

一
月
三
十
一
日
（
土
）・二
月
七
日
（土
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
三
十
分
～
正
午 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

二
階 

大
会
議
室 

対 

象 
 

市
内
在
住
一
・二
歳
児
と
保
護
者 

十
五
組 

締 

切 
 

一
月
二
十
二
日
（
木
） 

※
申
込
方
法 

往
復
は
が
き
又
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

詳
細
は
平
城
東
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

親
子
で
体
を
動
か
そ
う
！
一
～
二
歳
編 

 

巨
大
地
震
か
ら
暮
ら
し
を
ま
も
る 

 

地
震
に
強
い
街
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か 

 

と 

き 

三
月
十
二
日
（
木
）午
前
十
時
～
正
午 

 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

二
階 

大
会
議
室 

 

対 

象 

平
城
東
中
学
校
区
在
住
の
成
人 

四
十
人 

 

※
要
申
込
み
。 

※
詳
細
は
、
今
後
配
布
致
し
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

第
二
十
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り 

連
日
大
盛
況
！ 

  

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
武
術
太
極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

〈日 

付
〉 

三
月
二
十
九
日
（日
） 

〈場 

所
〉 

い
か
る
が
ホ
ー
ル 

〈時 

間
〉午
前
九
時
四
十
五
開
演
（予
定
） 

奈
良
県
武
術
太
極
拳
連
盟
の
加
盟
団
体
が
年
に 

一
度
様
々
な
演
技
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
是
非 

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

太
極
拳 

健
美
会
が
参
加 

第
四
十
五
回
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  
〈日 

付
〉 

三
月
七
日
（土
）・八
（日
） 

〈場 
所
〉 

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル 

 
 

〈費 
用
〉 

入
場
料
一
、
〇
〇
〇
円 

関
西
一
円
か
ら
素
敵
な
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
集 

ま
り
ま
す
。
早
春
の
京
都
を
楽
し
み
な
が
ら
コ
ー 

ラ
ス
も
い
か
が
で
す
か
？ 

コ
ー
ル
朱
雀 

・  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
参
加 

自
主
グ
ル
ー
プ
情
報 

 

こ
れ
か
ら
の
主
催
事
業
の
ご
案
内 

奈
na
涼
su
風
ka 

月
一
回
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
に
！ 

と 

き 

一
月
二
十
一
日
（
水
）毎
月
第
三
水
曜
日 

  
 

午
後
二
時
～
三
時 

と
こ
ろ 

 

平
城
東
公
民
館 

二
階 

大
会
議
室 

対 

象 
 

市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上 

費 

用 
 

参
加
費
一
〇
〇
円 

※
申
込
不
要
。
お
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

昼
下
が
り
の
シ
ニ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
タ
イ
ム 



♪
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
♪ 

 

水
彩
画
・
油
彩
画
・
ペ
ン
画
な
ど
個
人 

が
好
き
な
画
材
を
選 

び
、
テ
ー
マ
を
写
生 

し
て
い
ま
す
。
先
生 

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性 

を
大
切
に
し
な
が
ら 

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
つ
の
テ
ー
マ
か
ら 

生
ま
れ
る
絵
は
個
性 

あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕 

上
が
り
ま
す
。 

活
動
日
・
時
間 

毎
月
第
一
火
曜
日 

の
午
後 

（
感
想
）
皆
さ
ん
、
楽
し
ん
で
描
い
て 

い
ま
す
。 

 

 

 

朱
雀
地
域 

 

朱
雀
地
区
自
治
連
合
会 

本
年
で
自
治
連
合
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

記
念
行
事
及
び
日
程
は
次
号
以
降
の
ひ
び
き
に
も
掲
載 

し
ま
す
。 

 

防
災
研
修
会 

（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
） 

と
き 

一
月
十
七
日(

土)

午
前
十
時
～
正
午 

場
所 

平
城
東
公
民
館 

※
朱
雀
地
域
の
方
で
子
ど
も
も
大
歓
迎 

 

佐
保
台
地
域 

 
 

第
五
回
と
ん
ど
焼
き 

と
き 

一
月
十
日(

土)

午
前
十
時
～
正
午 

※
雨
天
の
場
合
は
十
一
日
（
日
） 

場
所 

佐
保
台
小
学
校
グ
ラ
ン
ド 

 

第
四
十
九
回
佐
保
台
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

内
容 

一
月
は
企
業
と
コ
ラ
ボ
の
健
康
教
室 

と
き 

毎
月
第
二
火
曜
日
の
午
後 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分 

場
所 

佐
保
台
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館 

※(

原
則)

佐
保
台
地
域
の
中
高
齢
者
対
象 

 

 

左
京
地
域 

 

ふ
れ
あ
い
寄
席 

と
き 

二
月
二
十
二
日(

日)

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時 

場
所 

奈
良
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

と
き 

一
月
二
十
五
日(

日)

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時 

場
所 

左
京
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館 

※
左
京
地
域
に
在
住
の
方 

 

地
域
情
報 

 
 

 

地
域
歴
史
探
訪 

超
昇
寺
橋 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

超
昇
寺
橋
っ
て
ど
こ
に
あ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

そ
れ
は
平
城
高
校
か
ら
高
の
原
駅
に
行
く
バ
ス
通
り

の
途
中
に
あ
る
橋
で
す
。
名
前
の
由
来
は
昔
、
超
昇

寺
（
現
在
は
廃
寺
）
と
い
う
お
寺
が
佐
紀
町
に
あ
り
、

平
城
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
高
岳
親
王
が
創
建
さ
れ
、

南
都
十
五
大
寺
の
一
つ
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
に
奈
良
の
東
大
寺
、
唐
招
提
寺
等
の

復
興
・
再
建
に
尽
力
し
た
隆
光
大
僧
正
が
将
軍
徳
川

綱
吉
の
死
後
、
故
郷
へ
帰
っ
て
余
生
を
過
ご
し
た
お

寺
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
で
、
取

り
壊
さ
れ
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

超
昇
寺
の
門
前
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
石
柱
は
今
、

平
城
宮
跡
資
料
館
駐
車
場
北
側
の
県
道
一
〇
四
号
沿

い
に
あ
り
、
そ
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。 

橋
の
名
前
の
由
来
も
調
べ 

て
み
る
と
歴
史
や
地
名
な
ど 

そ
の
昔
の
名
残
を
知
る
き
っ 

か
け
に
な
り
ま
す
ね
。 

   
 

ひ
び
き
ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス 

 

料
理
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
会
場
設
営
、
後
片
付
け 

に
多
数
の
方
々
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。
お
陰
様
で
無
事
大
盛
況
の
中
、
公
民
館
ま
つ
り 

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 

本
か
ら
自
分
で
作
り
た
い
作
品

の
図
案
を
選
び
、
色
と
り
ど
り 

 
 

 
 

の
糸
か
ら
生
ま
れ
る
刺
し
ゅ
う

は
絵
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

心
を
こ
め
て
手 

で
縫
っ
て
い
る 

た
め
、
時
間
が 

か
か
る
分
、
作
品
が
完
成
す
る
と 

達
成
感
が
あ
り
、
先
生
の
指
導
の 

も
と
公
民
館
ま
つ
り
に
む
け
て
作 

品
作
り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

活
動
日 

毎
月
第
二
・
四
木
曜
日 

時 

間 

午
後
一
時
～
五
時 

（
感
想
）
月
二
回
の
集
ま
り
が
と 

て
も
楽
し
そ
う
で
す
。 

  

 
 
 

編
集
後
記 

 

一
年
間
〝
ひ
び
き
″
の
編
集
な
ら
び
に
記
念
誌
作

成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

 
 

平
城
東
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会 

平
城
高
校
生
と
遊
ぼ
う
！ 

と
き 

一
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
～
四
時 

場
所 

奈
良
市
北
部
会
館 

市
民
文
化
ホ
ー
ル 

※
申
込
み
不
要
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴 
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